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と
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る
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,
,フ

に
国

是

の
オ

lt
LI.
LR
局

uJ
王

,J･.

二

一

.し
'q
L
硬

と

て
意

外

7.L･q
東

.
打

撃
自
主
硬

の
阿

哲

て

正
面

に
出

y
J
.LTb
仲

っ

た
乃
で
は

な
い
っ

｢

苗

も
日

本

帝

国

の
人

輯

た

る

も

の
′

廼

ヨー

か
凄

っ

て

比

に
従

事

七

y
J
,り
ん

や

､
東

方

の
賓

一
升

宵

の
托

て

代

田

終

に
停
年

吉

井

へ
武

宮

発

モ

I,p-逼

し
代

田
1ur
の
妄

轟

音

槽

冨

す

る

考

の
争

議

,巾
は

蕎

駕

十け
眩

,り
す

紫

に
禿

ん
し

て
贋

鷲

の
正
典

を

断
行
す
る

r.1
と

も
布
論

を
汗

た
す

｣
紬

と

い
う
が

､
本

'ia
は
｢
適
者
の
圃

･L
f
琵

L
t厚

/＼
国

零

の
基
碇

窺

t｡
肇

国

L75
ろ

以
11
は
覇
帝

国

の
尊

仝

な

る

二

と
禿

山

も
暫

Jk,b
､り
す

冥

し

て
然

る

)J
q
/
は

得

1
'
何

に
田

て
薄

升

諸

学

と
寧

へ

ん

¢
L
鵬

と

',
.っ
こ
と

に
あ
ろ
う

〝

大

音

l才
既

に
粟

野

6
[
国

軍

体
制

の
岩

館
言
誤

抑
-
才

二

段

肱

と

し
て

の
国
軍

に

冥

利

本
位

J
経

請

優

先

刀

正

面

､

有

本
苛

の
節

理

iiJ
打

巧
出

し

､
国

唇

rLE海
_
･フ
わ
J.(
の
見

せ

か

け

折
に

取

り

扱
㍉

こ

./
一に
刀
r

禿
る

｡
後

日

､
末
択

升

槽

が

泉

敢

LL
自

賛

ナこ
王

第

-
た

貨

農

に

t
I犬

養

算

に

Jr_

希

r
J
八

L
,
日

本

蒼

碁

主

義

の
轟

JJ
撃

h
/
が

為

っ

た

の
で

禿

る
.

烏

章

井
上
外
交

の
崩
壊

茅

一
節

奈
知
孜
正
会
議
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ー

明

請

十
六
年

パ

ー
7
ス
が

監

鳶

ハq
硬

に
転

じ

L
J
の
モ

降

に

-
ギ
り

ス

の
楚

度

が

大

',
に
夜

化

L
t
千
席
会
頭

の
大

筋

H)
鼻
声

の
育
成
tJJ
得

た
巧

で

､

十
七

耳

十

t.
月

Ln
-J
成

薪

は
粒

正
条
的

雫

刀

足

卓

に

と

り

か

､

り

'

密

蔑

裡

巧
作

貫

の
後

､
十

ハ

茸

四

月

_｡
寛

砿

(
亘

た
∴

ii
;
J
r

十

jL

年

五
月

､
升

市
名

に
方

-J

て才
一
回
喬

前

野

正

会
諦

'/<
瑚

汀

礼
.仁
が

.

こ
の
程

五

黄

約
等

:t
卑
7-l
?ハ仙
_二
協

定

碑
号

で′し
引

き

市

げ

る

こ

と

､

行
匪
迂
軍

産
誉

罪

･

音
速
郵
憲
二
fJ
l〃

国

人

に
遍

零

す

る

二

,J
'
簡

易

規
則

､

軍
畑
田
葺
増
刊

､

.t
師

民

事
哉

刊

を

日

私

君

刊
行

の
.官

幣

主

上

t,tl
P

T
恒

ご

i

下

町

､
田

口

市

.

サ
川

と
固

さ

升
国

人

に

下
郎
左

の
所

項

と

曽
′茸

官

許

T=
丁
る

亡

い
う
t

力
i1,イ

L
JーJ
予

､パ

杷

帯

列

葉

ltpJ
甥

則
東

､

Tun<
馬

琴

馴

軍

､
花

正

強

へ
稗

田
等

々
十

t
項
目
γ
育

つ

十に
)

二

F:
論

策

が

タ

グ

宇

た

(J
I/
上

の

に
司

し

､

倒

憩

り
緩

芥

碍

津

と

許

し
､
ヤ

六

回
仝
二
市
に
せ

上
唇
着

1
.,
貫

紙

業
力
′

帯

列

盾

鱈

等
が

持

出

一-J
･TT
L
J
の
L
J
吊

る

e
宇

目

は

布

部

薪

向

十

七
五

､
外

国

人

語

官

刀
佐

用
を

若

付

と

し
て

領

専

科

刈

取

の
希
棄

王
宮
言
ロ
す

る

も

乃
L
,
1

た

(
,
)
射

73ヨ

醗

病

害

眉

モ
極
力

て
満

足
せ

-
弟
､
何

回

‥,T
ほ

ほ
錆

郡
や

和

語

さ

婦

っ
LJ
ゥ

従

っ
て
薪

府

は

鍍

患

法

界

婦

等

言

責

Td
,
'

法

律

群
舞

軒

を

巧

工

外
相

の

下

に
設

け

､
ttt
T
J

T

I

ド

､
方

-
ウ

ー
ド
･
し

ス
し
圧

､

モ
ッ

亡
､
ベ
ル
ヒ
マ
ン
.

ル
ー

ド

ル

7
筆
意

升
匝
{

や

西
風
宥
ハム
掌

'
睦
輿

繋

花

､
冥

作

顧
群

.
初

落

首

網

等

王
斬
野
し

てで
の

夏
蝿
に
頃
め

た
ク

I
)
TT
･.r
の

法

界

は

莱

約

m

旭

襟

十

八

ヶ
月

Lス
内

に
介

白

蝶

椅

t｡
通

知

す

る

こ

L
j
tこ

も

讃

更

し

て

い

た

.

諸
賢
の
訣
岳

･d

;.I.1誓

t,d
r
用

語

は

菓

語

と

r
J
dt

へ

外
国
人
そ
裁
判

す

る
裁

判

所

け

叶

国

人

そ

タ
鞍

と

し

て

組

織

L

二

二
十

人

の

升

国

難
1
叫

富

Fレ
内
訳

β
英

米

各

用
人

､
碓

■
仏

L
酸

.
痩

.
伊

古

コ

､
残

り

5
名
と
検

串

5
名
や
末
世
中
正
宙
F･
禿
る
白

と
端

鹿
よ

り
採
用

す

る

こ
と

に
し
た
.

軒

-.LJニ
十
阜
三
月
十
rC
日
の

γ
二
十

三

国

会
諌

tこ
あ

い

て

､
前

述

の
濠

FR

r

CcTTrnu言
LrCC畠
の
蕎

峡

に
固

し

て

J

て

封

が
軍

有

る

通

告

か

､
夏

は

升

国

に
審

査
梓

が
祈
る

か

tL,
犬
論
子
げ
蒲
フ

上

月

け
再

免

L
J
瀬

る

.

井
上
モ
噛
め
日

華

代
葬
パ

オ

国

脚

FS
主

張

が
内

牧

干

サ

ド
信

る

こ

と

を

寿

詞

生

し
反
対

し
た
J'AJT
･
蕗

に

四
円

二

十
二
日

の
サ

二

丁
六

回

会

誇

L,.
千

い

て
押

し

和

ら

か

L
J
P
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茅

二
範

欧

化
重
義

所
ti/
げ
藤
.

司

上

t;;
桑

約

匹

正

貨

講

を

連

の
石
.t市
､

鹿

鳴

館

晴

代

と

覇

せ

わ

頼

る

醗

化

成
寒

を
も

っ
て

い

L
J
Q

そ

の
意

と

す

る

こ

こ
ろ

は

､
既

に

HJ

.,I

.
r吊

た
f
,
/､
､
日

本

の

文
.開

化

の

縛
サ

と

か

周

置

矯

正

や
支

配
者

簡

三

号
楽

㌢

ビ
一:.J
為
ろ
う
が
､
n_y
何

_｡
古

い

て
こ

の

政
策

に
同

調

丁
ろ

土レ
月
日

少

/ヽ

有

,月
っ
た
｡

所
謂

内

相

雑

看
準

備

L.T
等

走
す

る

t.

旅

を

覇

嘆

撃

こ

し

て

十
八

､
.F
l
草

に

下

/J
て
持

可
成

り

に､
月

勺
ノ1,J
毒

〕
た

J.
考

の

一
人

lL
｢
内

叱

粗

悪

弓
苧
環

｣

へ
明

月

)
り

葛

篭

斉

本

箱
げ
-)
六

二

月

本

IIJ

高

市

厚

堪

..ti

LJ.
Tア
)

て

｢
梅
錦

悠
長
内

氾

薄

層

の
拒

散

じ
=

ゥ

文

明

固
化

t｡
塾
さ

､
旧
来

巧
軌

召
r
LJ
拝

し
て

日

常

笠

講

-
作

法

を

欧

化

せ
よ

､J
兎

口
る

も

の

L

T

明

治

文

化

会

空

升

壱

篇

佃

)
と
紹

サ

(
J
=

1
,
か

-
1,.,J
::

訳

は

軽

塊

浮

薄
豆

も

の

と

し
て

庁

丁

ワ

r
=

J.1
日

t

.ハ
示

あ

る
ゥ

鰐

の
貞
完

心
刀
根

垂

に
は

丁

プ

千
-

jrr
ff
ム

に
弟

∵

.l黒

l
l

亘

錦

的

進

化

論

が

あ

る

ヵ

日

中

の

社

倉

は
今

｢
嗣

て
世

帯

ヨ
リ

繁
忙
世

界

二
竜

ル

ノ
時

丁
り

'

風
俗

十

リ
習

頂
十

り

放

,沼
t
T
り

法

律
ナ

=

葉
宥

丁
り

号

宿

せ

貫

把

､ろ
孝

進

化

匠

貝

ス
パ

キ

モ
ノ
覆

ア
タ

｣
即

iJ
み

､
そ

の
賛

意

雪

辱

し
て

ALT<>琵

す

べ
き

も
の

の
才

l
に
日

韓

交
′除

法

を

あ

げ

る

の

㌣

あ

る
ー

そ

し

て
宅

全

に
日

本

の
伝

統

モ

断

ち

川

-
専

ら

功

利

的

な
貴

謝

､
無

慮

モ

寿

詞

す

る

q

r
J
H

で

は
原

敬

倫

漣

千.
澗

y
t
ぇ
･り
れ

て

い
る

怒

頂

､
欲

望

モ

T
失
禁

の
馴
L

と

し

て
肯
定

L

L
J
p･
内

杷

軍

雷

の
準

備

は

l
領

の
腎

蒙

王
希

で

市

-

､
そ
こ

t.=J
は

頭

頂

壬
養

､

能
率

三
貴

が
娼

嘗

r
J
八

看

｡
写

れ

ば
当

年

の
首

芥

主

菜

和

会

で
畢

帝

r
,
=t

る

倫

選

で

あ

-

1
確

ハノ
て
こ

の
書

は
単

に
時
世

に
阿

ね

た
筏

化
紛

毒

づ
笥
軍

と

rI,
る

べ
き

で

な

く

､
封

建

糾

濃

い
巳

本

社

会

ll､
一

つ
の
確

角

'q

ら
州

別

の
日

を

む

け

た
も
の
と

評

価

し

拷

了で

寺

た

自

由
再

拝

静

竜

の
王

照

が

単

LJ
政

声

と

し

て

経

1了
に
刀

に
苅

L
男

に

一
歩

深

く

人

間

壬

請

t1
雫

っ

二

ん

だ

十t
カ

と

い

え
Li
う
｡

し
か

し
､
切
論

私

は

内

稚

雑

居

準

備

帝

王

不

省

_こ
高

く

評

価

丁

ろ

つ
i

り

T13
忍

い

｡
=tl
;

_d

明

治

十

八

､

九

年

の

社

会

史

モ

tTJ
も

と

く
JL7
rり
ば

す

ぐ

判

明

す

る

二

と

ご

み
る

.

明

治
十

八

年

一
日

二

十

二
日

の

｢

景
青

日

々

｣

は

｢
か

屯

の
く

れ

い

し

り

｢
お

.ITO
よ

り

弄

い

し
げ

あ

っ

た
旨

tJJ
伝

･T<
･
会

長

萄
概

川

三
歳

盲

は
下
出
席

届

十

人
と

報

じ

-
守
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F二

網

に
轟
質

草

会

が
蕗

告

モ

出

し

｢
本

会

ノ
目

的

へ
日

本

語

ラ
音

7

二
足

し

直

用
ヒ
宮

し
ル

文
字

ヲ
廃

･ン
棉

丈

字

号

良
子
え

二
代

フ

ル

lt
ア
リ
､
矢
田

部

艮

吉

J
神

田
巧
武

｣

と

あ

り

-
干

し

て

二
月

十

七
日

の

冒
辞

は

｢

巨

匠

石

工
時

代

と
兵

に
亡
び

て
東

が

エ
t喜

E
の
前

置
赤

彦

･I-t
L
L
と
諦

し
て
い
た
c

L

か

し
明

着

十

八

年

は
朝
鮮

Jq
,り
FIlT
埴
lJ
襲

ド
よ

1
て

.:DIj

H

て

-I,
た

ゥ

祈

同

は

十

七
年

へ二
頂
′弁

天

事
件

て
し
整

理

し
P
,

1.1.F
仏
者

胃
画
桟

足
寄

件

句
中
央

亜
細
亜
事
件

と
亜

べ

､
固

W_

13
鞘
内

襲

命

観

千

石､
カ

月
,/
て
‖
I..I
C

I
方

国

内

で
T1
,

各

班

♪
濃
化
宰
件

が

人

々
tJJ
昏

即
さ
せ

て
い
仁
君

購

軍
費

早

ナ
＼
机

に

普

守

る
咋
Jlj
筆

だ
1
･

仁

っ

荊

島

宙

13

二
万

事

Ih

は

三

'カ
月

で

四

百
栄

州

こ

罪
刑

す

べ

L
と

,I
,JI
J
凡

叫

･
E1_

国

ぐ
は
撰

刀
肝
が

績

耗

r
石

.
千
市
当

の
十

)刀
の
寅

苧

質

と

い
う

二
｢一
-

ス

が

市

7々

/rrL,
と

習

え

ば

出
雲
六
.rr
Tbq
懲

tLJ

忌

避

の
一
帯

分
け

ぐ
時

'LP
､り
ぬ

賑

‥､
モ

TL
せ

､

日
斉
ズ
戦
記

i
,
薪

葬

相
周

と
野
草

が

暴
騰

L

L
斬

特
車

杵

と

し

て
保
轟

ま

で
値

上

･=

し
て

い
る
n

膏

に
漉

連

が
離

匪

洋

語

rl
確

り

出

す

と

l/
ぅ

ニ

ュ
ー

フ
八

も

読

吊

､

人
々
ーユ
断

て
EJ･二
,
ど
-A
,

TL

､

こ
h

lL
T～

r
)
..7fJ
き

だ

に
庶

匡

生
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摩
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藁
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節
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萄
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滞
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摺
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茸
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台
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友
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を
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岳
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草
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西
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滞
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自
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叩
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憂
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華
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葛
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捧
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頼
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葉

櫓
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叫
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瓜
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憧
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仁
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葉
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梶
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膚
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縛
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藻
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仲
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反
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司
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茸
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-
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｣
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仁
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仕
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摘
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､､二

莞

二

丁
至
忙

実

二
席

に
天
恩

二
度

へ
ズ

候

1
(

堅

止
文
書
迫
爾
砺

箱
師

)

と
琴

平
床
兼
長

山早
有

明

.L.,+
掌
吉

の
雷

三
速

-

1
伊
藤

fl

は
更

tニ

｢
小
室
皿

刀
事

に
帯

て
tP_
苦
+.j
即
せ

L
ヒ
モ

の
'心

情

壬

許

え

､
＼
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囲
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澱
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仁
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史
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独
窯

提

出

vJ
冒

し.Z
y

に
井
上

升
充

の
同

塵

兵

i,J
既

に
野
塩

｣
て

い
に
6;
た
が

､
そ

れ
と

分
節

L｡
常

長

し
て
井

上
貰
三

田
止
す

る
と

,l
ぅ
手

段
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岩
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付
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草
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迂
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と
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葉
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茶
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収
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収
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収
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司
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Lf.I:
の
適

確

か
.n
だ
ヒ
帝
明
し

に
ン

写

し
て
六

月

一
日
伊
藤

に
対

し
て
五
孝
サ
ー列
牽

し
て

序
列
恵
患
者
耳
毒

と
釣
碇

出

し
た

O

同
月

･
井

上

外
交

r]_
不
年
を

肇

,,
て
.>
た
弼
奉
句

も
｢

軒
詳
密
崎
措
唯
薄

的
持

二
於

T
ル
ロ
速

筆
建

白
書

L

T1
孜

空

く
嘗
追
簡

fe
I詞
桁

)
モ

操

出

し

､

｢
今

の
高
宮

岡
It

rh-

も
御

t.
世

!l
祭

r
t
T
兼
さ
㌻

可
複
床

直
と

て
御
性

悪

は
労

し

て

葵

m
壷

き
手

鞠
貫

の
儀

に
障
L

と
集

り
王

制

し

･
国

内

の
下
村
が
悔
国
の
帝

国
と
JLP
石

か
､り
､
ま
す

貧
民

の
増

加

､
粥
薮
宙
峯

の
何
者

主
節
課
し
'
産

長
蹄
の
予

い
ち
止

め
､
人
甥

登
用
や
奄

拶
賛

止
そ

り
べ

､
国
民
り
墳
神

襲
撃

肝

富
惇

全

●
旧
法

活

用

･L4
ど
苦

学
げ
仁

Lh･

群
中
対

頚

政
策

に
草

リ
t'1-e
仇
蔽
横
言
,Ⅴ

め

る

字

1
要
苦

し

､
准

選

に
し
て

=
成

Li
tD
ル
し
な

い
L+
う

に
有
如

た

h

寧

†
婿

は
明

‥讃
十
九

等

三
月
よ
)
り
翌

二
十

茸
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仲
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菖
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､
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裸
の

日

冬

圭

蕪

で
一
兎
折

る

に
朔

寛

的

て
あ
っ
た
｡

-
=

l
r

国

東

か
ら

の

伝
統

的

日
本

美

術

の
優

秀

(
主

税

か

れ

､

近
時

日
本

人

が
本

末

乃
長
軒

モ
捨

て
面

荻

の
博
僻

と

し
て
声

優

言

語

し

て

rj
る

芳

情

言

知

･つ
r
)
礼

LlJ
の

で
あ

る

O

二
十

年

七
月

､
､帰

国

直

嬢

に

二

万
語

に
い

た

る
蔑

見

首

を

内

㈲

ii
耀

出

し

た

が

'
1.t

･,
日

は

;I,t･t
Y
t.∵
/
メ
ー
ル

刀
肘

許

に
も
為

る

Lb
う

Li
全

く
兵

対

韓

行

の
賜

で

売

っ

た
｡

得

心

日

本

の

禦
庫

存

亡

カ
キ

一
V
J
条

約

校
正

'1こ
み

た

｡

こ

こ
で

昭

が
li
撃

丁

葛

尾

天

ろ
耐

額

は
頭

取

の
春

本

ト
い
る

立
法
海
てJ一
丁

J
の
た

力

l,]
ま

げ

ろ

と
い

う

辞

上

空

町
帯

群

叶

的
笠

博

利

宅

ろ

点

FJ
充

ち

.
柁

は

T.
声

律

規

則

L,b
石

も

刀

は

一
軒

FT
星

団
忘

A
J
軍

人

吊

の

風

恰

習

眉

教

法

算

よ
-

茸

生

せ

る

Ii,
の
に
し

て

J
字

音
'=)
自

rJ
の

軍
事

幸

衛

を

保

全

ii)
ん

ヒ
丁
与

力
最
上

叶
.45
･T
ず

｣

｢
置
塙
rlI
踊
)
と

い
い
.

今

FT
行
...
ヨ
･巧

十J
T

軒

家
事
牽

S

転

職

モ

作

る

モ

刀

｣

!tJ
寿

1

､
｢

歎

三

月
荷

印

ifさ

に
.
常

､11
T

二
J
何
て
や

｣

｢
蔦

:...LIJ
亡

国

刀
花

に.
持

す

こ
璃

圧

′V
L
こ
う

節

つ
け

た

｡
綴
そJ

し

て

い
申
し

U
･;
伯
､

二
十

等

の
日
4
･
月
摩

早

二
奇
手

略

と

実

写

･J

.

升
文

の
孝

理

工

適

し

'
国

帝

け
着

日

の
日
本

fIJ
H
二

t
i･
徒

ご
て
平

等

･FT
季

節
を

結

べ
る

T
輯

接

要

し
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｢
併
時

勢

L
T
方

る

C

.L
/C;石
に
今

巧

荘

正

業

丁

昌

嘗

tLr

に
日
本
て
｣
慎

-
も
刀
で

弟
‥
そ

刀
貫

け
甥
条

約

刀
什
一
℃
､な

,;

し
か

モ
二

刀
封
布

刀
車
孝

幸

て
し
貯

居
て
圭

ヒ

L

､
升

務
七
臣

に
軍

仕
r
f
せ

て
い
ろ

り
堅

杓
TTL
ご
圧

至

凡
省

L

､

頂

/∴
ム
慕

モ
課
し

て

行
,!
べ
き

T
Jあ
り

J
採

正

う
断
行
す

べ
き
晴
朗

は

1
明

預

廿

三
号
甥
掠
荷

の
租
蘇

tJJ
t
変

｣
王

君

ハム
寮

の
軒

肢
を
潜

行
せ

る
径

に
至
:

て
鴇

カ

て
断

行
す

へ
き

.tl｡
=

｣

〓

刑
場

胃

相

)
ど

//
､つ
.

;t/
の

喋

は

｢
上
下

専

ら

挙

動
lを
頂

7ハ
エ
天
皇
旺

下

t.1二

に
′
人
弔

い
ヘム
範

il
狂

ふ
v
J
旨

と

し
下
人
niYP
惇
護

㍗
＼
聖
菅

モ

草
薮

し

､
上

下

一
翼

内
名

外
轟
の
志
操
宅
渠
両

し
真
狩
正
宗

1rt
郁

*.)モ
凡
べ
て

天

下

の

人

匡

Li
謀

り
ハム
謙

輿
論

三
振

て

月
て
是
坤

で
3
位
界

の

ハ

ム

判

tこ
折

へ
程

,々
請

々
誓

っ
て
断

行
を
射

す

可

き
ろ
rf
J

(
荊

措
昔
捌

)
と

い
/:

JJ

譲

与
詞
軍
費
坑
措
桓
す
る
L
J

め
に
野
面

､
演
舞

て｣
盛

ん

ii
t
J
ib
と

頂
案

す

局
｡

谷

の
尭
魚
雷

は

l
に
条

約
ii
頭

に
留

ら
ず

､
更

に
内

県

一
姫

言
論

仁
､

1
倍

軍

刀
畢

｣

｢
軽
兆
巧

弊

L
｢
行
疎

の

賢
し

｢
倹
約

｣

｢
立
貫

蹄
体

L
等

の
項
目
言
遺

し
て

天
皇

の
祈

り
市
や
nt
刀
休

養

'
言

論

東
食

の
自

由
な

ど

蹄
肩

批

判

の
新
王
蕨
岡
し
た
.
後
日
の
三
六
凄
白

の
す

べ
て
が
谷

に
末

,J
て
尽
き

て
'J
L
J｡

空

目
畑

え
に

こ
そ
伊
藤

､
拝

上

の
谷

に
対
す

石
反
訴

モ
峻
烈

･Li
も

の
肺
祈

っ
た
O

ーヽ′
三/′＼

･

)JTC

谷

の
恵

覚

書

に
対

し
伊
藤

､
斉

上
月.,
街

壬
並

べ
て
衆
論

を

甫

解

し

LJ
o

そ

こ
.'tl
濯
苅
主
素

蘇
芳
家

jJ
し

て

り
視
察

刀
本
領
が
閏
貫

ti
禾
r
J
=

仁
｡

t
t

エ
ー音

1E

正
竺

止
史
lr
日

長
巧
お
'C2
日

に
条
tt:-

そ

し

て

Y
f
L
迫

っ

LLL欧
米

の
ア
ジ

ア
傍

線
等

iI
自
己

の
更

弼

L･･J
S
:
･へ
-
自
分

の
列
交

方
針

､

更
草

野

厚

ti
内

儀

の
硬

策

に

浩
ブ

て
行
わ
T
;
て
末

L
i
と

.I

う
烏

l<J
乃
話

し
､
東

軍

の
前

日

_J

全
校

の
宥
県
内

iJ
さ
め

る

刀
か

遺
訓
で
お

り

~
升

帝

大

臣

の
専
権

と
か
秘
蜜

外
果

と
か
'/
う
り
は
当
-1っ
な

い
C
TT7
た
文
明
五
黄

を
と
ろ
り
は

維
節

_ス
末

の
国

是
L
J
あ
り
外

人

刀
歓

心
三
軍

フ
た
わ

と
か

改

正

塙

神

が

無

,,.
と

,<

い
.)
も

刀
で

な

い
｡
壬
表

は
韓

に

偉

さ
吊

て

い
万
力
r
葡

月

､
升

人

か

ら
琵

得
根
を

回
収

す

る

た
新
村
広

い
利

モ
与

え

る
と
い
う

攻

防
も
虹

電

灯q
ST
で

祈

る
っ

杏
の
代
案

T:
漠

然
と
し

た
吉
辞

の
み
EIJ
祈

り

｢
帝

王

回

ノ
オ
更

軍

務

ハ
醗
体

ノ

即

何

二
相

ラ
ズ

遠

Lrtt
千

･て
ヲ

望

竺

一
雨

r<
-L

モ
ノ

｣

(
追

捕
陳

)
r

谷

の
見
開

二
ltJ
立
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寛

攻
休

の
丈
別

宅
襲

る

も
の

で

預
る

｡

与
施

ハ山
講

.
新

帝

浦
説

を

利
用
す

る
碑

で

詑
正
が

な
し
う

る
程
内

升

の
頂
努

は
腰

椎

r
な

い
.

谷

TI
日
本
の

正
当

な
要
求

を
外

国

が
植

苗

す

る

こ

)̂
Tf
｢
不
正

｣
と

,J
ぅ
仰
･
外
交

は
利
き

り
上

が

､ーフ
観
察

T
Jへ
う
T

.
塵
芥

は
宅

の
国
が
強

国

で
系
る
時

の
み
遠
耳
さ
れ

る
っ

か

え
:
み

て
目
茶

の
車
力
如

何
と

反

撃

し
た

Q
二
の
井

上
刀
及
第
は
答

の
奏
恵
三
充

分

異
r{
ご

っ
た

も

f(
L
J
は

';P
く

極

め

て
皮

相

酌

な

み
市

Er
も

刀

と

,J

え

よ
う

､
し
か

し
ま

り
重
要
.LI+
こ
と
は
ー

二

二
で

は

Jc
･り

す

も
明
3.q
短
苅
五
黄

権

f=巷
が
天
皇

制
でJ
佃
何
i/,
る
見
穂

か
,り
粛
正
r
)
せ
た
/T

乃
有
田
が
露

空

し
た
こ

と
T
あ

ス
P
｡

つ

〓〓
ヨ｣ワ

そ

れ

は

正

し

く
長

張

刀
袖

t1
障

杜

.
主

産

モ

川

て

胸

壁

と

為

し

､
謂

即

王

,TYJ
て
弾

丸

に
代

え
て

抜
取

三

価

r
l
山
と

す

る

の
謂

rご

っ

た
｡

〓

勺
便

乗

も

名

車

見

竜

vJ
蓬

栄
的

LL
l供
覧

L

I

モ

カ
限

り
で

は
伊
藤

C
理
論

i{;
谷
も

漢

ぐ
汁

に
<
え

に
｡
IIj
か
し

事

態
り
伐
寄

り
軒
式

辞

煙
で
糊
塗
出
末

な

,/
程

ド
漣

九
で

L

L
L
｡
晴

手

折

誰

は

｢
香
新

設

正
鼓

て

望
r

i1
定
言
rlLT

L

と

恰
め

て
国
民

か
前

に

条
約

全
文

VJ
発
表
し

､
六

月

二
十

皿
日

に
は

｢
昇
約
枚

正

指
事
宜

に
由

-
.中

止

丁
ろ

千
畳

憶

'Li,
L
L
と

刀
社
艶
丁
替

行
停

止
用
命

モ
う

け

た
｡

済

祭

刀
川

追

iJ
某

11
伊

藤

の
帝

大

F;
プ

レ

I

,/
井

上
電

モ
意

聖
書

モ
提

出
し

た

｡

｢
迫
補
ノ印
ゼ
弼

)
条

約

設

正
何

層

口
明

ら

か

iL
質

的

転

柊

一,I,
零

し
tJ

果
た
ノ

裸

T3i

同

項

tT霊

,･Tt耳
樗

LIl
磨

T
.;
1

く

1
回
三

校

の
凧

額

だ

と

み

i
J.
1ノ
径

フ
て
碑

は

二

二
γ

万
暫

六

法

に
喜
丁

く
内

諸

子

薄

の

研

研

静

を
醗
鞘

し
て

い
ろ
｡

｢
丹

諸

干
渉

と

tは
窟

別
､

平

和
壬

と
打
す
内

醗
干

洋

手

篭
二
と
L
T

祈

り

､
肥

国

々

穿

モ
法

律

で

謎

煎

る

こ

と

は
芋

王

国

s
t
T

る

こ

と

r

あ

-

､

素

面

王

最

の
立

法

盲

す

る

と

保

証
す

る

の

は
雫

稗

刀
貴

市

モ
生

じ
､
裸

に
転

膏

の
校

訓
u
J
生

じ
せ

し
め
る
凸

ヒ

ユ

ー

マ
ニ
テ
-
∴

ノ
r
t<
.ナ
ス

の
席

則

と

い
う

も

繰

回

ii｡
鹿

茸

モ
仰

ぐ
こ
と

に
な
る
フ

｢
地

升
選
種

ハ
馨

へ
パ
手

足
/
病

†
り
内
治

干
鞍
∴

印

十
師
岡

/
病

丁
り

L
と
俸
茸

空

涙
討

論

巧
骨

子
と
有
る

理
辞

と
匪

聞

し

た

｡
そ

し
て

二

二
で

は

｢
荒

全
互

る
主

辞

し

｢
繁

穴

L!
石

軍
正

｣

｢
不
爵

自
由

｣

と

い
う

宅
全

.L･i
王

現

国

家

の
イ

メ
-
:I,t
が
前

面
暮二
相
L
出

(

)

往

て

く

る

ゥ

同
盟

月
旦
J
L

n
る
頂

繁

簡

や

煙

草

耶

JL75
も

刀

か
､ウ
ア

刀

デ
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JTT
･)

ク
音

分

布

､
検

討

I
そ

し
て
高

安
･LTt
国

家
論

へ
と
諜

氾

y
J
北

て
き

L
J
pノヽロ′-ヽ

刀
紫
朗

施
朗

モ

通
告

L

L
l
L

JC

L
八

月
十

二
日

､
蔵
椅
)

遺

抑rT,_
師
聾

十

第

(T
訂

孝

吉

工
零
し

て
L
現
体

制
ノと
照

壬

か

ら
批

判

し

巨
｡
自

由

寛

史

∴
∵

ナ
/空

し
｢
討

手

住
宅

一
月
八

ノ十
令
言

､
王

と

し
て

寿

司
が

揺
粁
輿

臣

刀
碍

神

三
吉

〓
十

九

世

紀

に
㌍

Tr
る
自

由

の
大
勢

に
坑

し
礎

だ

自
家

刀
冠
位

を

維

持

せ

ん
が

督
励

i1
威
琳

蛋

鯖

竺

手
淫

に
薗

虹
す

る
J所

以
を
説

き
弊

愚

乞
孝

ぐ

TqJ
二

と
千

乗

車

し

(
斉

木

文
庫

版

-

斉

田
耕
仰

)

1
日

く
升
交
蹄

臆
は
固
辞

て
J
頂
け

印

衷

F=
鑑

即
せ

ら

葛
､

も
恥
と
せ
ず
.
早
路
犀
萄

'
阿
訟

甜

a
ま
え

れ

F

ij
る
な

=
し

｢
白

く
吉

翰
集

会

の
自

由
を
穿

乙､
国
Tu=Y

モ

し

て
替
盲

不
早

の
看

な

ら

し
わ

れ
と
T
t･?
.L

J
り

｣

等

tr

v.)
の

べ
る

o
封

手
は

却

下

r
J
≠

ト
Lげ

'
毎

雷

出

版

三
通

じ

て
天

下

に
喧

伍
r
J
JT

る

の
tJ
東

イO
〇
九

月
更

_〓
後

藤
寮

;I

郎

建

白
書

も
朝
鮮

に
を

け

る
取
退

､
国
民

の
園
窮

な
ど
内

現

､
升
文

の
矢

航
空
痛

烈

に
和
利

､
遂

に
九
月
十

七
白
井

上
汁

花

王

し
て
辞
載
せ

L
iJ
石
に
至

っ
た

｡

し

か
し
条
約

琵

正
樹

穿

け

一
人
中

上

等

の
辞

塀

で
収

守

ち
,局

部
的

､

1
時
的

河
野
.t

l
な
′1
な

っ
て
い
L
J
.
そ

れ

は

空

耳

壬

義

解
刀

に
よ

っ
て
烏
有

r
J
J.l
た

十

年
代

q
人

民

の

全

エ
ネ
ル

ギ
ー

が
膨
満

感
裂

す
る
尊

メ

親
で

ゐ

り
'
そ
うも

は
す
べ

て
の
同
鱈
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